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論文内容の要旨
 目的

 呼吸器疾患の診断に気管支ならびに肺胞造影が有力な

武器となることはいうまでもなく，各種造影剤の開発が

試みられてぎたが，引引は，1972年イリノイ大学Long

の開発した新造影剤perHuoroc！yl bromide（PFBと

略）が，化学構造中にヨードを含まず，化学的，生物学

的にinertであり，毒性は低く，刺激性も弱く，体温で

容易に蒸発し，排泄が早いこと，また種々の濃度の粘稠

度の異なる乳剤を作りうること，などに注目し，本造影

剤の気管支ならびに肺胞造影剤としての意義を明らかに

するため以下の基礎的，臨床的研究を意図した．

 材料ならびに方法

 造影剤はLongにより直接譲渡されたPFB（m量nesota

mining＆manufacturing Co・製）でPFB乳剤を気管

支造影に，PFB原液を肺胞造影に使用した． PFB乳

剤としては，原液6又は10に生理的食塩水ユの組成を有

するPFB（6＝1）， PFB（1011）の両方を用い，水性

dionosilを対照とした．

 基礎的研究一上記造影剤を各種管腔物に注入してX線

撮影を行ない，X線吸収能，付着性，レリーフ像などに

つき検討するとともに，実験動物（犬，兎）に気管支造

影，肺胞造影を行ない，造影能，造影剤の消失速度，造

影による生理的パラメーターの変動，造影後の病理組織

学的変化などを検討した．

 臨床的研究一呼吸器内科を受診した患老13名にPFB

（611）乳剤を用い1側肺全体の気管支造影を，また閉

塞性換気障害を有する7例にPFB原液による肺胞造影

を行ない，造影効果，消失速度，生理的パラメーターの

変動，副作用などを水性dionosilの場合と比較して検討

した．

 成績

 1） 基礎的研究から，本剤のX線吸収能および壁付着

性は水性dionosHにやや劣るが，管腔内レリーフ像形

成に関しては差がなく，ときにPFBに良好な成績を得

た，

 2）実験動物でPFB造影後の呼気ガスを，造影6時

間後まで採取し，呼気ガス中に含まれるPFB量を測定

し，本剤が経気道的に気化排泄される特性を有すること

を知った．

 3）実験動物で，PFB注入後，気道ならびに肺胞実

質にみられる形態変化を，造影30日後まで追跡し，形態

変化はdionOsH注入群に比べ，ややおくれて発現する

が，30日後には殆ど消失することをみとめた．

 4）PFB（6：1）乳剤を用いて施行した気管支造影で

は概ね次の成果を得た．

 a．気管支造影剤としてのPFB（6：1）は，実験動物

でも臨床例でも，造影力において水性dionosilにやや劣

り，とくに末梢枝の造影でその傾向は強かったが，造影

剤の消失時間は明らかな短縮を示した．

 b．造影後の生理的パラメーターの変動では，実験動

物でも臨床例でも，一過性にPaO2の低下をみとめた

が，di・nosilと比較して有意の差なく，また脈拍数の増
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加はむしろdionosil群で顕著であった．

 c，造影剤注入に伴う咳発作などの刺激性もdionosiI

群とほぼ同程度で，その他，とりあげるべき副作用はみ

とめられなかった．

 5）PFB原液による肺胞造影では概ね次の成果をえ

た．

 a．PFB原液肺胞造影では，水性d圭on。s量1肺胞造影

の場合と対比し，加圧噴霧注入を必要とせず，重力を応

用して，体位変換のみで目的とする肺胞領域の造影が可

能であった．

 b．PFB原液による肺胞造影では，肺胞造影力は

dionOsilのそれに匹敵し，しかも異常肺胞像（気腫肺

胞）のほかに，これに混在する比較的正常な肺胞領域も

明確に描出しえた．すなわち，PFB原液による肺胞造

影でば，肺胞病変の肺内分布を定量的に評価できること

を知った．

 c，肺胞造影後，造影剤の消失時間はPFB群で著明

に短縮し，肺気腫症例でも3日間以内に，胸部X線写真

上，造影剤が消失することをみとめた．

 d．造影後の生理的パラメーターの変動としては，造

影直後，一過性にPaO2の低下をみとめた以外，有意

のものはなく，また副作用も臨床的に問題となるものは

なかった．

 結論

 以上の成績を要約して，PFBは気管支ならびに肺胞

造影剤として有用であるが，とくに肺胞造影剤として臨

床意義の高いことが強調される．

論 文 審 査 の 要 旨

本研究は，ヨードを含まぬ新造影剤perHuorocty正bron・ideの特性を基礎的ならびに臨床的に検討

し，気管支ならびに肺胞造影剤として本剤のもつ臨床的有用性を明らかにしたもので，学術上価値あ

るものと認める．
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